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エコノミクス甲子園全校大会 全国８位入賞 

 

小野（クイズ研究会、2SSH、学友会長）、由井君（クイ

ズ研究会、副学友会長）の両名が昨年末に行われた第 9 

回全国高校生金融経済クイズ選手権「エコノミクス甲子

園」長野大会（主催八十二銀行）で優勝し、２月 14日(土)

東京で催された全国大会（主催金融知力普及協会 後援

内閣府、文部科学省、金融庁）に参加しました。 

 結果、準決勝まで進出し総合８位に入賞し、金箔の入

賞楯を頂きました。第 3試合まで勝ち抜き、準決勝第 4

試合 8チーム戦で敗退しました。優勝は宮崎県立宮崎西

高等学校の女子 2名がニューヨークへの切符を手にし

ました、準優勝は北海道札幌南高等学校でした。 
 
 
SSHコース２年生 海外研修に向けて事前学習中 

アラスカ大学での講義内容決定！ 

SSH コース２年生は３月２日(月)～７日(土)の予定で米国アラスカ州フェアバンクスに研修に出かけます。

現地では、アラスカ大学フェアバンクス校学国際北極圏研究センター(IARC:Internatinal Arctic Research 

Center）での研修・講義の受講、永久凍土や針葉樹林帯など北極圏の自然の観察そしてオーロラ観測をはじ

めとする極地課題探究を実施する予定です。 

今回の研修旅行をコーディネートしていただいているアラスカ大学名誉教授で IARC前所長の赤祖父俊氏か

らご連絡を頂き、現地での講義の日程が決まりました。 

昨年度の先輩の講義を受講した様子（積極的に質問した）や講義に対する感想（英文）をもとに、それぞれ

の先生方が講義を準備していただいているとのことです。講義ではぜひ積極的に質疑応答に加わって欲しいと

のことです。SSH コース生徒諸君は一人一講義 一質問を目指して、先生方の専門分野を分担して事前学習し

ているところです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2013年３月の 

アラスカ大学での

Dr.spparow先生によ

る講義の様子。 

国際北極圏研究セン

ターは、日の丸を掲

げて歓迎してくださ

いました。 

諏訪清陵高等学校  
2 月号その 2 

平成 26 年度 第 28 号 

（平成 22 年度指定） 

 3 月 3 日（The） 3 月 4 日（Wed） 3 月 5 日（Thu） 

13:30-14:30 11:00- 

Permaforst and pipe 

Line 

Dr.Andrew Mahoney 

Arctic Ocean and Sea 
Ice 

13:00-14:00 

Dr.Fran Mauer 

Moose 

14:30-15:30 Dr.J.Eichelberger 

Volcano 

Dr.Ned Rozell  

Arctic 

14:00-15:00 

Dr.G.Gibson Fish 

15:00-16:00 

Dr.Yoshikawa 

Parmafrost 
15:30-16:30 Dr.Akasofu 

Aurora 16:00‐18:00 

Dr.Elena Sparrow 

Experiments 
17:00‐18:00 Dr.Iwahana 

Frozen rock,soil, ground 


